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研究成果の概要（和文）：研究1・2：日本語版CDR plus NACC FTLDを作成して、前頭側頭型認知症(FTD)29名、
アルツハイマー型認知症(AD)21名を対象とした評価を行い、良好な信頼性、妥当性、反応性を確認した(Taomoto
 D, et al. 2023)。
研究3：ためこみ症状の評価尺度であるClutter Image Rating(CIR)を実施した。CIRはFTDで平均(SD)：1.78(0.
99)、ADで1.63(0.86)でいずれもカットオフの4を下回り、2群間で有意差はなかった。この理由として本研究は
介護者がいる患者、もしくは入院している患者を対象としたことが考えられた。

研究成果の概要（英文）：Studies 1 and 2: The Japanese version of the CDR plus NACC FTLD was 
developed. The reliability, validity, and responsiveness of the Japanese version of the CDR plus 
NACC FTLD were assessed in 29 patients with frontotemporal dementia (FTD) and 21 patients with 
Alzheimer's dementia (AD), and good reliability, validity, and responsiveness were confirmed 
(Taomoto D, et al. 2023).
Study 3: The Clutter Image Rating (CIR), a rating scale for hoarding symptoms, was also assessed; 
the CIR for FTD and AD was 1.78 (0.99) (mean (SD)) and 1.63 (0.86), both below the cut-off of 4, 
with no significant differences between the two groups. A possible reason for this is that this 
study included patients with a caregiver or who were hospitalised.

研究分野：老年精神医学、神経心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本語版CDR plus NACC FTLDの有用性を確認できたことにより、今後の本邦でのFTDを対象とした観察研究や治
験で日本語版CDR plus NACC FTLDを活用することが可能となった。FTDにおけるごみ屋敷では生活環境が影響し
ていることが示唆されたため、今後は独居や同居だが家族が困難を抱えている症例などを組み込んだ研究が重要
と考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
前頭側頭型認知症(frontotemporal dementia; FTD)は前頭葉と側頭葉の神経細胞に変性、脱落
がみられる変性疾患の包括的臨床概念であり、特徴的な人格、行動の障害、言語障害を呈するた
め、社会的に問題となる症例が存在することが報告されている。特に高齢者の独居率が高まった
昨今では、独居が可能な初期 FTD 患者の自宅がゴミ屋敷となってしまうという問題も顕在化す
るようになった。DSM-5 にて新たに「ためこみ症」という疾患概念が導入され、もののため込み
について医学的にも対応の必要性が指摘されるようになったが、FTD に伴うこの問題に関する知
見は現時点でほとんどない。 
 
２．研究の目的 
(1) FTD の重症度評価尺度 CDR® plus National Alzheimer’s Coordinating Center 
Frontotemporal Lobar Degeneration (CDR® plus NACC FTLD)の日本語版を作成し、信頼性、妥
当性、反応性を検証し、(2) FTD におけるため込みの実情とその要因を明らかにし、(3) FTD に
おけるため込みへの介入法を検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
研究 1：日本語版 CDR® plus NACC FTLD の作成 
英語原版 CDR® plus NACC FTLDの著作者である Knopman らに日本語版作成について許可・協力
を得たのち、Wild et al. 2005 による ISPOR タスクフォースによる尺度翻訳に関する基本指針
に従い、日本語版 CDR® plus NACC FTLDを作成した。 
 
研究 2：日本語版 CDR® plus NACC FTLDの信頼性、妥当性、反応性の検証 
大阪大学医学部附属病院神経科精神科、日本生命病院精神科、浅香山病院精神科を受診し、FTD、
アルツハイマー型認知症(Alzheimer's disease; AD)と診断された患者を計 50 例リクルートし、
登録時及び半年後、1 年後に下記の評価を実施した。尺度評定の COSMIN チェックリストに基づ
き、研究 1で作成した日本語版 CDR® plus NACC FTLDの信頼性、妥当性、反応性を検証した。 
・基本情報：年齢、性別、罹病期間、教育年数 
・認知症の重症度評価：CDR®、CDR® plus NACC FTLD 
・行動障害の評価：Neuropsychiatric Inventory, Stereotypy Rating Inventory(SRI) 
・認知機能：Mini-Mental State Examination(MMSE), Western Aphasia Batter(WAB) 
 
研究 3：FTD におけるため込みの実態とその要因の検証 
研究 2と並行して、同一対象に対し、自宅の散らかりの程度を 9つの写真の中から選ぶ、ためこ
み症状の写真評価尺度である Clutter Image Rating（CIR）（図 1）を実施し、FTD、AD での違い
を評価した。研究 2で挙げた評価項目と CIR の関係を調べ、ため込みの要因を検討した。 

 
図 1 Clutter Image Rating 



４．研究成果 
研究 1：日本語版 CDR® plus NACC FTLDの作成 
図 2の通り、日本語版 CDR® plus NACC FTLDを作成した。 
 

図 2 日本語版 CDR® plus NACC FTLD 
 
 
研究 2：日本語版 CDR® plus NACC FTLDの信頼性、妥当性、反応性の検証 
検査者間・検査者内信頼性の検証では、いずれも重み付きκ係数が 0.8 以上であった。FTD では、
CDR® plus NACC FTLDの「行動、態度、人格」は SRI 合計得点以外の全ての評価尺度、CDR® plus 
NACC FTLD の「言語」、global score は MMSE、WAB 失語症検査の失語指数と有意な相関があった。
反応性の検証では、CDR® plus NACC FTLDの sum-of-boxes で有意差があった。 
以上から日本語版 CDR® plus NACC FTLDの良好な信頼性・妥当性・反応性が確認された。 
 
研究 3：FTD におけるため込みの実態とその要因の検証 
CIR は FTD で平均(SD)：1.78(0.99)、AD で 1.63(0.86)でいずれもカットオフの 4を下回り、2群
間で有意差はなかった。この理由として本研究は介護者がいる患者、もしくは入院している患者
を対象としたことが考えられた。一方でカットオフを上回った症例が 3例あったが、いずれも介
護者に身体疾患があり、自宅の片づけが難しかった可能性が考えらえた。また、CIR と認知機能
検査、精神症状、CDR®、CDR® plus NACC FTLDの相関解析を行ったところ、FTD では CIR と食行
動異常、AD では易刺激性と有意な正の相関があった。 
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